
化学部門特別講演会

【要旨】
すべての生命は細胞の中に電池を持っている。この電池が酸化還元反応を引き起こすことで生体

分子が合成され、分子機械を動かす動力源としてはたらくことで遺伝物質を介した情報処理が進行
する。この生命維持の根幹をなす一連の反応は、ナノメートルスケールの微小な空間で進行し、人
工材料を凌駕する効率で、化学エネルギー、電気エネルギー、機械エネルギーの変換を実現してい
る。こうした電気仕掛けの生命システムの存在を考えると、約40億年前の地球にも、生命の誕生を

促した「地球の電気化学プロセス」が存在していた可能性が考えられる。そこでは、地球そのもの
が電池の役割を果たし、無機物から単純な有機分子が合成され、さらに複雑な高分子や分子機械へ
と進化した結果として、生命発生につながったのかもしれない。約40億年前の地球環境において、

生命が持つ電気仕掛けのシステムと似た条件を提供した場所はどこにあったのか。本発表では、深
海熱水噴出孔において見つかった発電現象1, 2 に着目し、天然の電気化学反応による無機分子から生
体分子が合成される可能性について議論する。
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